


バウアーファインド製品に関して、
ドイツの非営利研究機関で行われた研究報告。

●通気性 ●皮膚への刺激

●圧迫等級 ●装具の位置のズレ

●段階的に値を変えた圧迫

●総合的なフィッティング
●熱の保留
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バウアーファインド社ニット製品はアレルギーの恐れが少
なく、皮膚を刺激しません。

バウアーファインド製品はドイツでグレード2と分類されて
いる18.25mmHg～32.5mmHgの圧迫を患部にもたら
します。適切な圧迫はニット製装具のみから得られるもの
です。適切な圧迫は血液の循環を促進し、痛みや腫れを軽
減し、人体が持つ自然な安定化を増進します。

アナトミカルなデザインと段階的に変わる圧迫により、装具
がターゲットとする部位からずれることを防ぎます。

ほとんどのバウアーファインド製品では、装具のフチには段
階的に値を変えた圧迫が与えられています。このような圧
迫値の差異により装具が丸まったり、血管などを締めつけた
りすることを防ぎます。

バウアーファインド製品は正確にフィットするようニットを
アナトミカルに編んでいます。アナトミカルなニット編みは
装具の一箇所への圧集中や、皮膚のピンチを起こしません。
加えて、バウアーファインドのニット装具はとても軽く、運動
選手のパフォーマンスにネガティブな影響を与えません。

バウアーファインド製品は深い筋
群や組織を刺激するようにデザイ
ンされており、関節内部の熱を生
み出します。この関節深部の熱は、
バウアーファインド社装具が損傷
治療のために働く多くの手段のひ
とつです。

ネオプレーン製品は空気の流れを助けま
せん。このことから湿気や熱の蓄積が起こ
り、肌の炎症やかぶれの原因となります。

ネオプレーンに含まれる化学物質や接着
剤は多くの装着者の皮膚を刺激する原因
となります。また、汗を閉じ込めそれを蒸
発させることもできません。このことも皮
膚炎のリスクとなります。

ネオプレーンについては、圧迫値を測定す
る基準がありません。

ネオプレーン製装具では、その管状のデザ
インにより熱の保持と関連して発汗が起こ
り、装具のズレやめくれ、すべり抜けが見ら
れます。

ネオプレーン製品では、フチの部分も段階
的に圧迫が変わるようにはなっていませ
ん。結果として、装具は多くの場合、関節へ
の循環を遮断する原因となっています。

ネオプレーンは縫い合わせられたシートの
状態で素材として供給されます。シートを筒
状に製造する結果、筒は身体のアナトミカ
ルな輪郭にフィットしません。また、装着する
にはかさばって扱い難いものにもなります。
圧集中が生じたり、皮膚をピンチしたりする
ことはよく起きることであり、生地がかさば
るので自然な動作も阻害します。

ネオプレーンには通気性がありませんので、
身体活動が創出する全ての熱を保持してし
まいます。しかしながら、この熱は皮膚の表
面にしか留まりませんので、不快感のみをも
たらし、治癒効果を何らもたらしません。
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ニット製品は通気性に富んでおります
ので、空気は簡単に素材を通って流れ
ます。通気性は熱の蓄積回避や汗の
蒸発といった、自然な冷却効果をもたら
します。
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